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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当事業年度におけるわが国経済は、米国大統領選以降トランプ政権の政策への期待感等を要因に、円安が進行し

日本株式は上昇基調で推移しました。市場の注目度の高かったオランダ総選挙についてもサプライズ無く通過し、

TOPIXは引き続き高値圏を維持しておりますが、足許ではトランプ政権の政策の実現性や米利上げペース、4－5月に

控えるフランス大統領選等を注視する向きが多く、株式市場は一進一退の展開が継続すると思われます。

介護業界を振り返りますと、昨年同様に当事業年度においても国土交通省と厚生労働省が推進する補助金事業であ

る、サービス付き高齢者向け住宅の開設が相次ぎ、業界全体の激しい顧客獲得競争や介護労働者の不足状態は継続

しており、資金力、営業力の弱い事業者の撤退や倒産が増加傾向にあります。このような環境下における当社の営

業活動につきましては、札幌市内の入居一時金方式の介護付有料老人ホーム６施設合計室数814室（光ハイツ・ヴェ

ラス５施設およびヴェラス・クオーレ山の手１施設）、サービス付き高齢者向け住宅「ヴェラス・クオーレ小樽」1

施設59室、月額家賃方式の住宅型有料老人ホーム「ヴェラス・クオーレ札幌北」１施設216室、「ヴェラス・クオー

レ南19条」89室の全施設合計1,178室の新規入居獲得に全社を挙げて取り組ました。昨年4月に当社設立30周年を契

機に、石山、月寒公園、藤野の３施設におきましては、「一時金方式」と「月額家賃方式」のいずれかを選択出来

ようにすると共に価格の見直しを行い、より幅広いニーズにお応えできるシステム作りを行いました。更に先の３

施設では「ショートステイ」の取扱を開始し、緊急時や家族の急用に対応できる受入れ体制といたしました。また、

当社初の通所介護事業を昨年の７月より札幌市南区に開始し業態の拡大に努めました。平成27年８月開設の「ヴェ

ラス・クオーレ南19条」の入居も順調に進み、入居率は90％を越えほぼ満杯に近い状況となり、その結果、平成29

年３月末に於いて総体の入居率が92.4％を確保することができました。

　以上の結果、当事業年度における売上高は3,194百万円(前事業年度比0.51％増)となり、営業利益248百万円(同

7.59％減)、経常利益315百万円(同23.70％増)、当期純利益198百万円(同33.66％増)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当事業年度末の資産につきましては、総資産が前事業年度末に比べ219百万円減少の7,600百万円(前事業年度比

2.81％減)となりました。

　流動資産は、前事業年度末に比べ230百万円減少の6,386百万円(同3.49％減)となりました。その主な要因は現金

及び預金の減少によるものであります。また、固定資産は、前事業年度末に比べ10百万円増加の1,214百万円(同

0.91％増)となりました。その主な要因は工具器具及び備品の増加によるものであります。

　負債につきましては、前事業年度末に比べ394百万円減少の4,190百万円(同8.59％減)となりました。

　流動負債は、前事業年度末に比べ81百万円増加の1,217百万円(同7.17％増)となりました。その主な要因は未払法

人税等の増加によるものです。また、固定負債は、前事業年度末に比べ475百万円減少の2,973百万円(同13.79％減)

となりました。その主な要因は長期入居金預り金の減少によるものであります。

　純資産につきましては、前事業年度末と比べ174百万円増加の3,409百万円(同5.39％増)となりました。その主な

要因は繰越利益剰余金の増加によるものであります。

　

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当事業年度末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、2,658百万円(前事業年度比11.20％増)と

なりました

　当事業年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において、営業活動によるキャッシュ・フローは149百万円(前事業年度より98百万円支出減)の資金支

出となりました。これは主に法人税等の支払額の減少によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において、投資活動によるキャッシュ・フローは482百万円(前事業年度より292百万円収入減)の資金

収入となりました。これは主に定期預金の払戻による収入および補助金収入の減少によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度において、財務活動によるキャッシュ・フローは64百万円(前事業年度より31百万円の支出減)の資金

支出となりました。これは主に短期借入れによる収入の減少によるものであります。
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当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりであります。

　
平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期

自己資本比率（％） 21.9 31.7 36.0 41.4 44.9

時価ベースの自己資本比率（％） 15.8 23.1 25.3 19.5 25.8

キャッシュ・フロー
対有利子負債比率（年）

6.9 1.2 △0.2 △0.4 △0.7

インタレスト・カバレッジ・レシ
オ（倍）

3.5 1.5 △9.6 △7.1 △4.5

自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

（注１）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しています。

（注２）キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しています。利払いにつきましては、キャッシ

ュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

（注３）有利子負債は貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としていま

す。

（４）今後の見通し

　平成23年10月の「高齢者住まい法」改正に伴い始まった、国土交通省と厚生労働省が推進する補助金事業である、

サービス付き高齢者向け住宅の開設が急速に拡大し、業界全体の顧客獲得競争が激化いたしました。それに伴い、

不足が常態化している介護労働者の獲得が更に厳しい状況になっています。平成30年４年の介護保険法改定が、介

護事業の業界にとって更に厳しい経営を強いられると予想します。当社といたしましては、業態の拡大、30年を超

える運営実績、盤石な経営基盤の上に、今後淘汰されると考えられる事業者のＭ＆Ａも視野に入れ安定経営を継続

したい考えであります。大手同業他社との業務提携、東京の不動産会社との業務提携を軸に高齢者介護事業に関す

る情報交換や、変化する時代のニーズに合わせた事業展開、業績向上につなげたい考えで有ります。

　以上により、次事業年度の通期業績予想は、売上高3,290百万円、営業利益320百万円、経常利益300百万円、当期

純利益180百万円を見込んでおります。

　上記における業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一

定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があるほか、予想自体についても

今後変更となる可能性があります。

　

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は、日本国内での運営を基本とし、同業他社との比較可能性を確保する上で、会計基準につきましては日本基

準を適用しております。なお、国際会計基準の適用時期は未定であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,162,111 5,910,111

営業未収入金 328,610 341,723

商品 1,972 1,621

貯蔵品 668 636

前払費用 97,600 98,448

繰延税金資産 10,212 15,428

その他 15,495 18,051

流動資産合計 6,616,671 6,386,020

固定資産

有形固定資産

建物 48,508 49,048

減価償却累計額 △5,245 △7,520

建物（純額） 43,263 41,527

構築物 33,022 33,022

減価償却累計額 △7,592 △8,300

構築物（純額） 25,429 24,721

車両運搬具 7,464 8,665

減価償却累計額 △7,119 △7,633

車両運搬具（純額） 345 1,031

工具、器具及び備品 512,383 558,573

減価償却累計額 △455,496 △468,962

工具、器具及び備品（純額） 56,887 89,611

土地 313 313

リース資産 693,478 693,478

減価償却累計額 △219,318 △249,611

リース資産（純額） 474,159 443,866

有形固定資産合計 600,397 601,072

無形固定資産

ソフトウエア 158 102

電話加入権 3,525 3,525

施設利用権 3,200 3,200

リース資産 21,221 39,536

その他 6,000 －

無形固定資産合計 34,106 46,365

投資その他の資産

投資有価証券 599 1,315

出資金 311 311

長期貸付金 49,054 49,281

破産更生債権等 37,227 1,863

長期前払費用 26,485 23,855

繰延税金資産 5,534 6,620

長期性預金 4,400 －

その他 482,607 485,659

貸倒引当金 △37,227 △1,863

投資その他の資産合計 568,993 567,044

固定資産合計 1,203,497 1,214,482
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資産合計 7,820,168 7,600,503

負債の部

流動負債

短期借入金 100,000 100,000

リース債務 35,832 39,225

未払金 152,853 174,209

未払費用 19,258 25,710

未払法人税等 4,531 89,627

未払消費税等 17,803 11,926

前受金 6,550 20,967

預り金 31,536 33,126

入居金預り金 675,961 635,572

介護料預り金 70,633 65,726

前受収益 3,675 3,845

賞与引当金 17,782 17,981

流動負債合計 1,136,418 1,217,920

固定負債

リース債務 585,168 576,413

長期入居金預り金 2,486,447 2,053,432

長期介護料預り金 277,260 225,201

退職給付引当金 46,268 52,352

役員退職慰労引当金 21,018 24,382

その他 32,415 41,290

固定負債合計 3,448,579 2,973,072

負債合計 4,584,998 4,190,992

純資産の部

株主資本

資本金 686,296 686,296

資本剰余金

資本準備金 566,296 566,296

資本剰余金合計 566,296 566,296

利益剰余金

利益準備金 3,855 3,855

その他利益剰余金

別途積立金 384,000 384,000

繰越利益剰余金 1,594,601 1,768,444

利益剰余金合計 1,982,456 2,156,299

株主資本合計 3,235,049 3,408,893

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 119 616

評価・換算差額等合計 119 616

純資産合計 3,235,169 3,409,510

負債純資産合計 7,820,168 7,600,503
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 3,177,929 3,194,171

売上原価 2,630,391 2,656,822

売上総利益 547,538 537,349

販売費及び一般管理費

役員報酬 30,764 31,199

給料及び手当 52,240 41,379

賞与及び手当 4,692 6,514

賞与引当金繰入額 2,104 2,669

退職給付費用 2,147 1,940

役員退職慰労引当金繰入額 3,363 3,363

法定福利費 15,285 23,422

広告宣伝費 20,828 20,991

租税公課 83,412 94,640

保険料 4,129 4,125

業務委託費 23,663 24,937

減価償却費 3,391 7,375

のれん償却額 7,686 －

その他 24,798 26,183

販売費及び一般管理費合計 278,507 288,744

営業利益 269,031 248,604

営業外収益

受取利息 1,210 849

受取配当金 28 27

受取手数料 3,989 3,983

受取賃貸料 13,056 12,730

寄付金収入 － 80,372

その他 9,997 7,539

営業外収益合計 28,283 105,502

営業外費用

支払利息 34,845 33,014

支払手数料 2,000 1,000

長期前払費用償却 4,518 3,301

その他 549 849

営業外費用合計 41,913 38,165

経常利益 255,401 315,942

税引前当期純利益 255,401 315,942

法人税、住民税及び事業税 95,950 123,550

法人税等調整額 10,629 △6,522

法人税等合計 106,579 117,028

当期純利益 148,822 198,913
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売上原価明細書

前事業年度
（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当事業年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅰ 商品 23,792 0.9 23,937 0.9

Ⅱ 人件費 ※１ 813,342 30.9 768,855 28.9

Ⅲ 経費 ※２ 1,793,255 68.2 1,864,029 70.2

合計 2,630,391 100.0 2,656,822 100.0

　 （脚注）

前事業年度
（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当事業年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

※１ 人件費には、賞与引当金繰入額15,677千円、退職給
付費用4,400千円が含まれております。

※１ 人件費には、賞与引当金繰入額15,311千円、退職給
付費用7,488千円が含まれております。

※２ 経費のうち、主なものは次のとおりであります。 ※２ 経費のうち、主なものは次のとおりであります。

水道光熱費 130,258千円

固定資産税 392千円

減価償却費 51,980千円

営繕費 45,999千円

共益費 1,025,317千円

業務委託料 399,484千円

水道光熱費 122,465千円

固定資産税 512千円

減価償却費 53,399千円

営繕費 52,416千円

共益費 1,070,235千円

業務委託料 417,151千円
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本
評価・換算

差額等

純資産合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 686,296 566,296 3,855 384,000 1,477,117 1,864,972 3,117,565 474 3,118,040

当期変動額

剰余金の配当 △31,338 △31,338 △31,338 △31,338

当期純利益 148,822 148,822 148,822 148,822

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△354 △354

当期変動額合計 117,484 117,484 117,484 △354 117,129

当期末残高 686,296 566,296 3,855 384,000 1,594,601 1,982,456 3,235,049 119 3,235,169

当事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本
評価・換算

差額等

純資産合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 686,296 566,296 3,855 384,000 1,594,601 1,982,456 3,235,049 119 3,235,169

当期変動額

剰余金の配当 △25,070 △25,070 △25,070 △25,070

当期純利益 198,913 198,913 198,913 198,913

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

497 497

当期変動額合計 173,843 173,843 173,843 497 174,340

当期末残高 686,296 566,296 3,855 384,000 1,768,444 2,156,299 3,408,893 616 3,409,510
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 255,401 315,942

減価償却費 55,372 60,775

のれん償却額 7,686 －

長期前払費用償却額 4,518 3,301

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,382 △35,363

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,979 199

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,363 3,363

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,828 6,084

受取利息及び受取配当金 △1,238 △876

支払利息 34,845 33,014

売上債権の増減額（△は増加） 360 △13,113

たな卸資産の増減額（△は増加） △948 383

入居金預り金・介護料預り金の増減額（△は減
少）

△534,399 △530,370

未払金の増減額（△は減少） △8,540 15,416

未収消費税等の増減額（△は増加） 255,236 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 17,803 △5,876

前受金の増減額（△は減少） △6,149 14,417

その他 1,699 62,884

小計 89,434 △69,819

利息及び配当金の受取額 1,238 876

利息の支払額 △34,928 △33,014

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △303,800 △47,456

営業活動によるキャッシュ・フロー △248,055 △149,413

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,200 △1,200

定期預金の払戻による収入 280,000 －

拘束性預金の払戻による収入 584,321 525,419

有形固定資産の取得による支出 △261,964 △10,423

無形固定資産の取得による支出 － △31,778

補助金収入 207,003 －

出資金の払込による支出 △2 －

敷金の差入による支出 △34,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 774,158 482,017

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 734,000 300,000

短期借入金の返済による支出 △702,000 △300,000

配当金の支払額 △31,114 △24,898

リース債務の返済による支出 △34,033 △39,886

財務活動によるキャッシュ・フロー △33,148 △64,784

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 492,954 267,818

現金及び現金同等物の期首残高 1,897,691 2,390,645

現金及び現金同等物の期末残高 2,390,645 2,658,464
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

　 当社は関係会社を有していないため、当該事項はありません。

　

(セグメント情報等)

当社は、有料老人ホームおよびサービス付き高齢者向け住宅の設置、運営、管理等のサービス提供の事業を行っ

ております。但しサービス付き高齢者向け住宅につきましては、売上収益の全体における割合が少額のため、セグ

メントごとの記載は行っておりません。

　

(１株当たり情報)
　

項目
前事業年度

(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり純資産額 1,548円52銭 1,631円97銭

１株当たり当期純利益金額 71円23銭 95円21銭

なお、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額については、潜在株
式が存在しないため、記載しており
ません。

なお、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額については、潜在株
式が存在しないため、記載しており
ません。

(注) 1. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目 前事業年度 当事業年度

純資産の部の合計額(千円) 3,235,169 3,409,510

純資産の部から控除する金額(千円) ― ―

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 3,235,169 3,409,510

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の
普通株式の数(株)

2,089,200 2,089,200

(注) 2. １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目 前事業年度 当事業年度

１株当たり当期純利益金額

当期純利益(千円) 148,822 198,913

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る当期純利益(千円) 148,822 198,913

期中平均株式数(株) 2,089,200 2,089,200

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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